
大学スタートアップ全国ネットワーク事業（NINEJP）
の概要とバイオメディカル分野の支援に関する課題

渡部俊也（NINEJP 戦略会議座長）

国立大学病院臨床研究推進会議 第14回総会シンポジウムプログラム
---次世代医療を拓くスタートアップの推進と全国ネットワークの構築---
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「つながり」と「見える化」で、未来を共創する

NINEJPは、全国9拠点の大学発スタートアップ支援プラット
フォームが連携し、日本全体でグローバルに通用する事業を
生み出すことを目的としたイノベーションエコシステムです。

全国160以上の大学や研究機関だけでなく幅広いステークホ
ルダーと「つながり」、その多様な観点から各拠点で育まれ
ている技術シーズの価値と可能性を「見える化」することで、
社会課題解決へのビジネスアイデアへと磨き上げます。

https://ninejp.org/ja

文部科学省 大学発新産業創出基金事業 スタートアップ・エコシステム共創プログラム 全国ネットワーク構築支援事業
国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）：https://www.jst.go.jp/program/startupkikin/su-ecosys/index.html
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NINEJPで推進する実施項目

WG0
見える化と発信

戦略会議
見える化

全国カンファレンス WG1
海外拠点の高度化

NINEJP海外拠点
アウトバウンド活動
インバウンド活動

WG2
研究シーズの見える化

研究シーズDB
研究シーズ探索DB
インテグリティ教育 WG3

創業を支援する
事業化支援人材
経営者候補人材
ワンストップ窓口

WG4
コミュニティ形成
特色のある地域
コミュニティの
形成と連携
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［参考］経営者候補人材に関する情報共有の仕組み

https://cxo-univ-startup.jp/
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活動内容の紹介
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NINEJP Pitch ＆Matching Conference ＠Bio Japan

• BioJapan@横浜にて、全国カンファレンスとして、全
国９拠点のシーズ及びスタートアップの代表チームを
公募し、ピッチとマッチングのイベント（英語）を開
催。

•候補者はメンタリング（事業内容とプレゼン）を行い、
代表チームの紹介を拠点の代表者が行う形式をとった。

•当日の参加登録者は400名（外国籍比率 30%）

•シーズ部門の優勝者：
TeSH 北陸先端科学技術大学院大学（JAIST）教授都
英次郎

•スタートアップ部門の優勝者：
PSI 株式会社PURMX Therapeutics CEO/代表取締役
社長 田原栄俊

•優勝者の技術内容についてはNature Onlineに掲載。



https://www.nature.com/articles/d42473-025-00331-3
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今後の課題
• 創薬と医療機器：創薬と医療機器では展示会やアクセラレーターも別に検討。

• 知財戦略の上流介入の重要性：知財は「成果が出てから」では遅い。研究テー
マ設定段階から関与しないと、特許の質が低下し国際競争力を失う。ただし、
この段階では相談がほとんど来ないという現実から対処を検討。

• モダリティごとの支援体制：知財戦略や競合パイプライン分析などは、モダリ
ティ別の経験知が不可欠（特にバイオ医薬品）。個々の大学が全分野をカバー
するのは非現実的。

• チームビルディングにおけるダイバーシティ確保：スタートアップ創出に至る
過程で最も重要なのはチームビルディング。ジェンダーや外国人、企業での経
験、起業経験などの豊富なチームが望ましく、この時点で成長性が決まる。

• AIとの接点：創薬においての高度なAIの利用環境は必須（前提条件）。企業連
携、海外連携も含めて充実させるための方策が必要。
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